
市民活動支援センターは、市民活動団体、社会に貢献しようとする市民を応援します

「自転車のまち“あげお”」ステップアップ作戦 
今年度の「協働のまちづくり推進モデル事業」に採択された「ぐるっとサイクリング同好会」の「自転車のまち“あ

げお”ステップアップ作戦」。昨年１１、１２月に中高年を対象とした自転車講座を開いたほか、自転車利用環境調

査、安全に楽しく市内を巡るサイクルマップづくりなどを実施しました。

「中高年のための自転車の乗り方・楽しみ方講

座」は市内３カ所で開き、毎回３０人を超える受講

者が交通法規や安全上の注意点を学びました。 

 

【自転車を使った講習会の様子】 

講座は、市内に本社・工場を持つブリヂストンサ

イクル（株）（ＢＳＣ）も後援。講師を務めたＢＳ

Ｃ販売企画部の松森好男さんは、軽車両に属する自

転車は原則、車道の左側通行であることや、交差点

の正しい通行方法、走行上のルールやマナー向上な

ど安全な乗り方について詳しく説明しました。 

また、上尾中央総合病院の理学療法士による「自

転車での健康づくり」の講座では、健康維持のため

の自転車の活用法、元ＢＳＣ工場長の田村耕一さん

の「自転車での楽しみ方」講座では、自転車の点検

整備、安全な乗降などについて理解を深めました。 

講義後に適正なサドル位置に調節してもらった

女性は、「大変乗りやすくなり、参加して良かった」

と顔をほころばせていました。 

震災や電力不足を背景にエコロジーな乗り物と

して関心が高まっている自転車ですが、事故増加と

いう側面もあり、受講した皆さんは「交通法規を十

分に理解することが、安全で楽しいサイクリングの

第一歩」と実感したようでした。 

利用環境調査は１０月末と１１月上旬の３日間、

聖学院大学の学生の協力を得て実施。上尾駅東西６

カ所で走行台数やマナー順守状況を調べ、信号待ち

をしている人に利用状況を聞き取りました。 

 

【交差点で実施した自転車アンケート調査】 

サイクルマップは市内の名所旧跡を巡る東と西

の２ルートを設定。各３０００部を発行し、当セン

ターほか市内公共施設などで配布しています。同好

会サブリーダーの奥田昭さんは「実際に何度も自転

車で走ってみて、安全で見どころの多い道を設定し

た」と話し、「上尾にこんなところが！と再発見し

てもらえれば嬉しい」と期待を込めていました。 



    

地域貢献と会員親睦を柱に幅広い生涯学習活動      あげおふるさと学園校友会  

生涯学習の基本理念である「生きる喜びを分かち

合える生涯学習」の一翼を担い、さまざまな企画を

立てて、生涯学習活動を展開しているのが「あげお

ふるさと学園校友会」（以下：校友会）です。 

 平成１５年に市教育委員会が主催した生涯学習

講座「ふるさと学園」で２年間学んだ第１期生の有

志が、「上尾市の活性化につなげていこう」と平成

１７年４月に設立。その後、２期生や一般市民も加

わり、会員は現在６５人を数えます。 

  

校友会の活動は、地域貢献と会員親睦のために、

多くの仲間と幅広い生涯学習事業を展開するのが

特徴です。本年度は、谷中や神田川をめぐる歴史探

訪や平和を考える講演会、夏まつりのボランテイア

活動などを実施し、年２回の広報誌も発行していま

す。このほか、パソコンや朗読など、関心のある分

野を自主的に学ぶ定期的なグループ活動も行って

います。 

 会長の須賀睦夫さんは、「仲間づくりができなく

ては、まちおこしはできない」との考えで、「退職

して家にいる人などに外に出てきてもらって、仲間

づくりの機会になるような仕掛けづくりをしてい

きたい」と抱負を語りました。 

ふるさと学園校友会 会長：須賀 睦夫さん  

電話：048-773-5400 

哀愁漂う音色を奏で、懐かしい歌を合唱          ハーモニカグループひまわり  

 哀愁漂うハーモニカの懐かしい音色に合わせて、お

年寄りが当時の情景やメロディを思い出しながら歌った

り、リズムを取ったり。「ハーモニカグループひまわり」は

上尾市内を中心とした高齢者福祉施設を訪問し、年間

約７０の演奏会を行っています。代表の円谷トミ子さん

は、「『また来てね、待っているよ』と言われるのがうれし

い」とやりがいを語りました。 

取材に伺ったこの日は、介護老人福祉施設「しのの

め」の利用者約２０人の前で演奏。６人のメンバーは、ポ

ケットがたくさんついたエプロンスカートから音程の違う

ハーモニカを次々と取り出し、「上を向いて歩こう」や

「銀座カンカン娘」など１６曲を、歌を交えて演奏しまし

た。曲によっては６０センチの長さのハーモニカも登場

し、深みのある和音が会場に響きました。 

円谷さんによると、ハーモニカの良さは、持ち運びし

やすく、合唱に合わせやすいところ。レパートリーは約３

５０曲あり、季節や行事に合わせて選曲するそうです。 

 現在、会員は１２人。メンバーの女性は「お会いする

方々から学ぶことも多い。家族の応援もあり、元気な限

りいつまでも続けたいです」と話していました。 

ハーモニカグループひまわり  代表：円谷 トミ子さん 

電話：048-775-0087 



市民活動支援センターは、これから地域活動のリーダーを目指す人、すでに活動されている人などを

対象とした『地域活動指導者（ボランティアリーダー）養成講座』を昨年１０月１、８、２９日の全３

回で開催しました。組織運営を円滑に進めるため、マネジメント能力の向上やグループが元気になるコミュニ

ケーション術、魅力的にアピールする方法を各回約４０人の受講者に楽しく学んでいただきました。 

 

 初回「運営力アップ」の講

義では、 元八王子市市民

活動支援センター長の吉

永鴻一さんが、“協働”や

“あたらしい公共”の考え方

の必要性、団体づくりの留

意点などを説明した後、ワ

ールドカフェを実施。受講者らはカフェのような楽しい

雰囲気の中で、テーマ「あなたも私も共に輝くピッカピッ

カ作戦～一人ひとりが輝く団体運営～」について意見

交換を行い、講師の講評に耳を傾けました。 

講義後の交流会は、大正琴の音色に合わせて合唱

したり、吉永さんの音頭で踊ったりと、終始和やかなム

ードで行われ、交流の輪が広がりました。 

 ２回目の「サポートまなびすと上尾」の大成達夫さんに

よる「コミュニケーション」の講座は、テーブル単位の自

己紹介から始まりました。大

成さんは、グループが元気

になるコミュニケーション術

やメンバー間で楽しく意見

交換ができる場づくりにつ

いて講義。動作やしぐさの

大切さ、リーダーの重要性

などについて、豊富な経験

を基に分かりやすく解説しました。後半はワークショップ

形式で、「砂漠で遭難した場合、生き残るためにどのよ

うな品物が重要か順位を決める」というユニークな設定

のもと、話し合いました。時間がやや短く、まとめるのに

苦労しつつも、コミュニケーション力を発揮し、各グルー

プとも効率よく結論を導きました。 

 ３回目は、さいたま市市民活動サポートセンター長の

東一邦さんによる「広報力

アップ」の講座で、長年、編

集の仕事にも携わっている

東氏は、チラシづくりにつ

いて、経験談とユーモアを

交えながら講義を展開。東

さんによると、チラシは読む

人のためにつくるもので、

興味と関心を引くような“キャッチコピー（見出し）”と“ボ

ディコピー（本文）”をつくれば、詳細も読んでもらえる、

ということでした。 

後半は、各自でコピーづくりを体験し、良いと思う作

品に投票。プロ顔負けのキャッチコピーで多くの票を獲

得した人もいました。 

各回とも定員を超える応募があり、熱気にあふれて

いました。受講者アンケートには、「初めてのワールドカ

フェでやり方がよくわからなかったが、活発な意見がた

くさん出てよかった」、「コミュニケーションは団体運営の

基本であり、その重要性を再確認し具体的なノウハウを

知ることができた」、「読み手のためにつくるという視点

が欠けており、今までのチラシ作りが不十分だったと気

づかされた」などの声が寄せられました。 

目指せ！地域活動の達人 ～運営力、コミュニケーション、広報力を学ぶ～  

【大成達夫さん】 

 【吉永鴻一さん】 

  【東一邦さん】 

 【ワールドカフェ方式でグループに分かれて話し合う受講者】 



 

市民サービスをより豊かに、効率的なものに

するため、市民活動団体と市が互いの立場、

特性を認めて役割分担し、課題解決に向けた

取り組みを行う一連の協力関係が「協働」と定

義されています。 

少子高齢化、情報化の進行により、市民ニ

ーズは多様化し、福祉や環境など様々な分野

で、行政の均一的なサービスでは対応できな

い局面が出てきました。 

これらニーズに対応するため、「協働」という

手法を用いることで最大限の効果が見込まれ

る課題に対しては、それぞれの特性を生かし

た対等なパートナーシップを築き、協働を積極

的に進めていく必要があります。 
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 お知らせ  

「平成 23 年度上尾市協働のまちづくり推進モデル 

事業」に採択された３団体の事業報告会を開催します。

市民活動に興味のある人や来年度の応募をお考えの

団体など、どなたでもお越しいただけます。入場無料。 

イベント ボランティア掲示板 

素敵なお花と触れ合いませんか？ 

季節の花の優しい香りや、可愛らしさに癒されながら

仲間と一緒に、楽しく花と触れ合う和気あいあいのサー

クルです。   

フラワーサークル『百花』（MOKA） 

会場：上尾市市民活動支援センター 会議室 

日時： 木曜日 月２回開催（自由参加制） 

入会金、受講料：無料 （お花など実費のみ） 

問合せ、連絡先： 0４８（２９０）６８２８ 

    受付は月～金９:３０～１８:３０ 

 

 

 

 

日時：平成 24年 3月 17 日（土） 午後２時から 

場所：上尾市コミュニティーセンター 視聴覚室 

情報誌タイトル“むすびん”は、「結ぶ」と「お便り」を合わせており、人、市民活動団体、市などを結びつけ

たいという思いを込めています 

 編 集 後 記 

 今年の干支は「辰」、その特徴は正義感と信用だそ

うです。皆さまに愛され、信用される

ンターにしようと、スタッフ一同、正義

感を持って頑張ります。   

新しい年が穏やかで希望に満ちた年でありますよう

に☆本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

次号は４月発行予定です。     （貴）（秀）（麻） 

皆さまからのイベント、ボランティア情報をお待ちしています！ 

発行 上尾市       

編集 上尾市市民活動支援センター 

開館日：火～日 午前９時～午後９時（日曜は午後５時）まで 

休館日：毎週月曜、土・日を除く祝日、年末年始 

電話：048（778）1810  ＦＡＸ：048（778）1820 

Ｅメール：s53500@city.ageo.lg.jp 

ホームページ：http://www.city.ageo.lg.jp/soshiki/s53500/ 

    情報ファイル      

 

 

 

   

 

 

 

 

 

Ｑ．なぜ市民活動団体と市との

協働が必要なのですか。 

 活動団体広報誌などをお寄せください 

 当センターでは、登録団体の活動内容を広く市民の

皆様にお知らせするため、会報誌や広報誌をファイリ

ング、閲覧します。発行ごとに２部お寄せください。 

mailto:s53500@city.ageo.lg.jp
http://www.city.ageo.lg.jp/soshiki/s53500/

